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問　
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑

化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
対

応
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

国
で
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
よ
う
に
、
地
域
の
住
民
が

役
割
を
持
ち
支
え
合
い
な
が

ら
、
活
躍
で
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

　
①
年
齢
や
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
一

緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
富
山
型
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
②
個
人
情
報
保
護
の
壁
を

越
え
る
た
め
、
地
域
支
え
合

い
活
動
推
進
条
例
の
制
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
①
高
齢
者
な
ど
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
の
推
進
や
、
29
年

度
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
実
施
な
ど

37
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
に
お
い
て
は
、
縦
割
り
の

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
効
果
的
・
効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
②
災
害
時
要
援
護
者
支
援

制
度
を
推
進
し
て
お
り
、
現

状
に
お
い
て
、
地
域
住
民
や

団
体
等
が
連
携
し
て
行
う
地

域
の
支
え
合
い
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
と
も
地
域
の

支
え
合
い
活
動
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

福田 智恵
（市民連合）

 

問　
高
齢
者
の
介
護
予
防
や

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
向
け
、
総
合
事
業
が
、
29

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
①
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
だ

け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
事
業
者
や
自
治
会
な
ど
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
な
る
各
種
団
体
に
対
し
て
、

よ
り
丁
寧
な
情
報
提
供
や
事

業
周
知
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
②
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
な
ど
を
担
う
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

が
大
変
重
要
で
あ
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
配
置
を
進
め

る
の
か
。

答　
①
28
年
11
月
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

説
明
会
を
開
催
し
、
12
月
に

は
広
報
紙
を
活
用
し
、
広
く

周
知
を
図
っ
た
。
今
後
は
、

自
治
会
や
民
生
委
員
な
ど
を

対
象
に
し
た
説
明
会
や
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
な
ど
を

対
象
に
し
た
研
修
会
の
開
催

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

選
定
に
向
け
、
現
在
、
市
社

会
福
祉
審
議
会
か
ら
の
専
門

的
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
継
続
性
の
あ
る
配

置
が
望
ま
し
い
な
ど
の
意
見

を
得
て
お
り
、
実
効
性
あ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
早
期

に
配
置
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

角田 充由
（自民党）

問　
駅
東
口
地
区
は
県
都
・

宇
都
宮
市
の
玄
関
口
で
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
や
風
格
を
備

え
た
魅
力
あ
る
都
市
拠
点
を

形
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
事
業
化
に
つ

い
て
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運
行
開

始
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
の

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
①
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

聞
く
。

　
②
暫
定
利
用
は
28
年
度
末

ま
で
と
の
こ
と
だ
が
、
29
年

度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。

答　
①
建
設
費
の
高
騰
は
、

技
術
者
の
慢
性
的
な
不
足
が

続
く
中
に
あ
っ
て
は
、
横
ば

い
状
態
で
続
く
と
の
見
方
も

あ
り
、
事
業
の
実
現
性
の
見

極
め
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
早
急
に
事
業
の
進
め
方

を
意
思
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
こ
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

民
間
の
施
設
計
画
の
検
討
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
区
全

体
の
本
格
整
備
の
ほ
か
、
導

入
可
能
な
施
設
を
街
区
ご
と

に
段
階
的
に
整
備
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
事
業
化
方
策
を
検
討

し
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
決
定
し
て
い
く
。

　
②
28
年
度
末
で
期
間
満
了

と
な
る
暫
定
利
用
に
つ
い
て

は
、
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

の
今
後
の
進

め
方
を
踏
ま

え
、
早
急
に

決
定
し
て
い

く
。

金沢 力
（公明党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
、
姿
川
地
区
に
お
け
る
地
域
内

交
通
）②
障
が
い
者
政
策（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
マ
ッ
プ
な
ど
）③
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
④
一
条
中
学
校
跡
地
の

利
活
用
⑤
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

宇
都
宮
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宇
都
宮
駅
東
口
地
区

整
備
事
業
の
進
め
方

を
問
う

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
保
健
福
祉
行
政（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度
、
産
後
う

つ
早
期
ケ
ア
）②
安
全
・
安
心
、住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り（
奈
坪
川
、

石
川
の
浸
水
被
害
対
策
、
道
路
の

無
電
柱
化
）③
食
品
ロ
ス
削
減
の

推
進
④
子
ど
も
の
家
等
事
業

総

※

合
事
業
開
始
に
向
け

丁
寧
な
情
報
提
供
を

地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
政
治
姿
勢（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
効
果
な
ど
）

②
民
間
団
体
の
活
用
と
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
③
子
ど
も
・
若
者
・
ひ

き
こ
も
り
支
援（
児
童
相
談
所
な
ど
）

④
生
活
困
窮
者
自
立
支
援（
一
時
生
活

支
援
事
業
な
ど
）⑤
ろ
う
あ
者
の
居
場

所
づ
く
り
と
介
護
⑥
性
犯
罪
・
性
暴

力
撲
滅
と
被
害
者
支
援
⑦
教
育
行
政

▲駅東口地区暫定利用の様子

※総合事業･･･介護予防・日常生活支援総合事業のこと。介護予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業で構成さ
れ、従来同様の介護予防訪問・通所サービスに加え、地域の実情に応じた多様なサービスを提供する。


